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厦門に二つ目の国際空港！  

毎月ＪＳＣ貿易部のメールマガジンをご覧いただきありがとうございます。 

今回は、私たち石材業界人に関係の深い中国・厦門に建設中の新しい「厦門 翔安国際空港」

についてお話します。 

厦門では数年前からより多くの旅行者を収容するために、拡張が難しい「厦門 高崎国際空

港」に変わる、新たな国際空港の建設を進めていました。 
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当時の現地ニュースでは、福建省は空港建設に１兆円を超える資金を投資すると報じられ、

開港は来年 2026 年を目指すとのことでした。空港の広さや設備ですが、55 万平方メート

ルのメインターミナル、約 200 の航空機駐機スポット、そして十分な距離の滑走路で構成

されます。 

そして、運用開始とともに旅客空港としての機能は、私たちもよく利用した「厦門高崎国

際空港」から「厦門 翔安国際空港」移行され、新空港が新しい厦門の玄関口としてメイン

空港になっていく予定のようです。「高崎国際空港」のコロナ前の年間利用者数は 1600 万

人くらいとのことでしたが、新空港は年間 4500 万人の利用を見込んでおり、日本の空港で

いうと「成田国際空港」を超える規模になります。 

滑走路は 3800m 級が 3本計画されているので、こちらも成田の 3500m 級 3 本を超える規模、

飛行機の発着数に関しても 38 万回を計画しているとのことですから、これも成田以上の発

着数になってきます。新空港は旧空港を大きく上回る巨大空港になっていく計画のようで

す。 

ちなみに新空港完成後、既存の高崎国際空港は、貨物便やチャーター便の運航、航空機整

備などを担う空港になるそうで、出張時の市内へのアクセスも変わってくのだと思います。 

気になる、「翔安国際空港」の場所ですが、翔安地区の大嶝島にあり、市内へのアクセスは、

厦門地下鉄 3号線が延伸され、新空港と厦門中心部は約 40 分で結ばれるそうです。 



バスもあるそうですが、厦門市内から新空港までは約 1時間かかるみたいです。 

距離が 25 ㎞ほどあるそうなので仕方ないところでしょうか。 

コロナ以降、厦門を訪れる石材店様も少なくなってきていますが、変わってきている石材

工場の状況視察とオープン間近の「厦門 翔安国際空港」体験を兼ねての厦門検品出張は 

いかがでしょうか？ 

私たち JSC 貿易部と現地スタッフがご案内いたしますので、是非、ご検討下さい！ 

今月の石種情報 
人気の「インパラブルー」ですが、協力工場にブルー点の多い良質の原石が入荷しました。

在庫量は 1000 才くらいございます。ブルー点の多さは入荷時期によって、かなり差が出て

きますが、多めに青点が入った原石が入荷しましたので、早速ご案内いたします。早い者

順になりますので、ご用命の際は当社担当者にお申し付けください。 



また、その他の注目石種として、墓石だけでなく外柵にも使用できる黒龍石の定番   

「Ｇ１７９０」、「Ｋ－１２ ＃２０」がともに 3000 才以上入荷しています。10 尺ものが  

取れる長い原石もありますので、お気軽にお問い合わせくださいませ。 

「Ｋ－１２ ＃２０」           「Ｇ１７９０」 

今月のメルマガは以上になります。５月に入り梅雨も近づいております。ご無理をなさい

ませんようご自愛くださいませ。また来月もよろしくお願いいたします。 
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